
しろ ろくじゅういちの、けいろあんないです。 
しろ ろくじゅういちは、ねりまえきと、しん

じゅくえきにしぐちを、むすぶろせんで、とち

ゅう、めじろえきまえを、けいゆします。 
うんこうぱたーんは、ねりましゃこまえと、し

んじゅくえきにしぐちを おうふくする びん

が おおいです。 
また、ねりましゃこまえから、しんじゅくえき

にしぐちゆきの ほかに、ほてるちんざんそう

とうきょうどまりと、めじろえきまえどまり、

やまぶきちょうどまりが あります。 
 
ねりまえきから、しんじゅくえきにしぐちまで

の、ていりゅうじょは、ねりまえき、さくらだ

いえきまえ、ねりましゃこまえ、むさしだいが

くまえ、えこだふたまた、ねりまそうごうびょ

ういんいりぐち、みなみながさきろくちょうめ、

ひがしながさきえきどおり、みなみながさきさ



んちょうめ、みなみながさきにちょうめ、めじ

ろごちょうめ、せいぼびょういんいりぐち、し

もおちあいよんちょうめ、しもおちあいさんち

ょうめ、めじろえきまえ、めじろけいさつしょ

まえ、きしもじんまえ、たかだいっちょうめ、

にほんじょしだいまえ、めじろだいさんちょう

め、ほてるちんざんそうとうきょうまえ、えど

がわばし、やまぶきちょう、とりつしんじゅく

やまぶきこうこうまえ、えのきちょうとくべつ

しゅっちょうじょまえ、うしごめほけんせんた

ーまえ、うしごめべんてんちょう、うしごめや

なぎちょうえきまえ、やくおうじまち、いちが

やなかのちょうこうさてん、あけぼのばし、い

ちがやとみひさちょう、はなぞのちょう、しん

じゅくいっちょうめきた、しんじゅくごちょう

め、かぶきちょう、しんじゅくえきにしぐちと、

なります。 
 



おりかえしの、しんじゅくえきにしぐちから、

ねりまえきまでの、ていりゅうじょは、しんじ

ゅくえきにしぐち、かぶきちょう、しんじゅく

ごちょうめ、しんじゅくいっちょうめきた、は

なぞのちょう、いちがやとみひさちょう、あけ

ぼのばし、いちがやなかのちょうこうさてん、

やくおうじまち、うしごめやなぎちょうえきま

え、うしごめべんてんちょう、うしごめほけん

せんたーまえ、えのきちょうとくべつしゅっち

ょうじょまえ、とりつしんじゅくやまぶきこう

こうまえ、やまぶきちょう、えどがわばし、ほ

てるちんざんそうとうきょうまえ、めじろだい

さんちょうめ、にほんじょしだいまえ、たかだ

いっちょうめ、きしもじんまえ、めじろけいさ

つしょまえ、めじろえきまえ、しもおちあいさ

んちょうめ、しもおちあいよんちょうめ、せい

ぼびょういんいりぐち、めじろごちょうめ、み

なみながさきにちょうめ、おちあいみなみなが



さきえきまえ、みなみながさきごちょうめ、え

はらちょうなかのとおり、えはらちょういっち

ょうめ、しんえごたえきまえ、えこだふたまた、

むさしだいがくまえ、ねりましゃこまえ、ねり

まえきと、なります。 
 
いじょうで、しろ ろくじゅういちの、けいろ

あんないを、おわります。 
 
しょうさいな、けいろについては、とえいこう

つう おきゃくさませんたーへ、おといあわせ

ください。 
でんわでのおといあわせは、とえいこうつう 

おきゃくさませんたー でんわばんごう、ぜろ 

さん、、さん はち いち ろく、、ごー なな 

ぜろ ぜろ です。 


